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和元年９月２５日から９月２７日にかけ
て，最高裁判所，知的財産高等裁判所，

法務省，特許庁，日本弁護士連合会及び弁護士
知財ネットの共催により，「国際知財司法シン
ポジウム２０１９～アジア太平洋地域における
知的財産紛争解決～」が開催されました。

済活動のグローバル化に伴い，知的財産
権に関する紛争も国際化しており，同種

の法律問題が世界各地で提起される現状におい
て，司法関係者のみならず経済界においても他
国の法制度や訴訟運営について理解することの
重要性が高まっています。平成２９年から開催
された本シンポジウムは，各国の法制度や訴訟
運営等について最新の情報を得ることができる
貴重な機会となっており，３回目となる今回は，
インド，オーストラリア，韓国，中国及びＡＳ
ＥＡＮ加盟１０か国の裁判官や警察関係者等を
招いて行いました。

日目には，「特許権侵害訴訟におけるク
レーム解釈」をテーマとする模擬裁判及

びパネルディスカッション，２日目には，「著
作権侵害に対する民事及び刑事司法の各国比較
等」をテーマとする講演やパネルディスカッ
ション等，３日目には，「特許の進歩性の判断
に関する各国比較」をテーマとするパネルディ
スカッションが行われ，３日間で弁護士，弁理
士，企業関係者など合計約１１００人の参加が
ありました。

　
本シンポジウムは，知財紛争のより良い解決に
大いに貢献する内容であり，海外における企業
活動にとっても有益なものとなったと思われま
す。【パネルディスカッション】

１

経

令

【インドの裁判官と弁護士による模擬裁判】

国際知財司法シンポジウム 2019
      

 裁判所めぐり

　岐阜県は，都道府県で７番目に広く，日本のほぼ中央に位置していま
す。北部の飛騨地域は，御嶽山，乗鞍岳，奥穂高岳など，標高３，０００メー
トルを超える山々が連なっており，一方，南部の美濃地域は，濃尾平野
に木曽三川（木曽川，長良川，揖斐川）が流れています。豊かな自然に
恵まれるとともに，各所では，歴史，伝統，文化が息づいています。
　岐阜県内には，岐阜市にある岐阜地方・家庭裁判所本庁をはじめ，４
つの支部（大垣，高山，多治見，御嵩）と２つの家裁出張所・独立簡易
裁判所（郡上，中津川）があります。裁判所の管轄区域ごとに「歴史，
伝統，文化」にスポットを当てて岐阜県を紹介します。

　岐阜城は，標高３２９メートルの金華山の山頂に位置し，難
攻不落の城としても知られ，かつては「美濃（※）を制する者
は天下を制す」と言われるほどでした。戦国時代は，斎藤道三
が居城としていました。
　永禄１０年（1567 年）には，織田信長がこの城を攻略し，
城主となり，地名を「岐阜」に，城を「岐阜城」に改め，天下
統一の本拠地としたと言われています。再現された岐阜城天守
閣からは，かつて信長が天下を見晴らしたように，長良川を含
めた岐阜市内の壮大な眺望を楽しむことができます。
　※美濃・・・岐阜市を含む岐阜県南部の地域。

　岐阜地裁本庁では，裁判所への関心や理解を深めていただけるように様々な
取組みを行っています。例えば，夏休みには，小学５，６年生を対象に模擬裁判，
模擬評議を行っています。模擬裁判では，子供たちに，法廷内で裁判官，検察官，
弁護人などの役を演じてもらい，その後の評議では，法曹のサポートを受けつつ，
有罪か無罪かを検討してもらいます。子供たちは，活発に意見を言い合って，大
いに盛り上がりを見せています。

　～岐阜の紹介～

　～模擬裁判の様子～
長良川から望む金華山
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  岐阜地方・家庭裁判所
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